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第一部 【企業情報】 

  

第１ 【企業の概況】 

  

１ 【主要な経営指標等の推移】 

  

  

(注) １ 当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。 

２ 第55期第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在

しないため記載しておりません。 

３  売上高には、消費税等は含まれておりません。 

  

２ 【事業の内容】 

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業内容に

重要な変更はありません。 

 また、主要な関係会社についても異動はありません。 

  

  

回次 
第54期 

第３四半期 
連結累計期間 

第55期 
第３四半期 
連結累計期間 

第54期 

会計期間 
自  平成25年４月１日
至  平成25年12月31日

自  平成26年４月１日 
至  平成26年12月31日 

自  平成25年４月１日
至  平成26年３月31日

売上高 (千円) 5,524,314 5,869,402 7,564,781 

経常利益 (千円) 843,145 894,585 1,192,417 

四半期(当期)純利益 (千円) 497,485 523,896 691,902 

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 504,954 552,752 702,986 

純資産額 (千円) 7,168,675 7,823,050 7,355,733 

総資産額 (千円) 8,965,252 9,193,989 8,980,887 

１株当たり四半期(当期) 
純利益金額 

(円) 82.49 86.50 114.63 

潜在株式調整後１株当たり 
四半期(当期)純利益金額 

(円) 81.80 ― 113.78 

自己資本比率 (％) 80.0 85.1 81.9 
 

回次 
第54期 

第３四半期 
連結会計期間 

第55期 
第３四半期 
連結会計期間 

会計期間 
自  平成25年10月１日
至  平成25年12月31日

自  平成26年10月１日 
至  平成26年12月31日 

１株当たり四半期純利益金額 (円) 35.95 36.04 
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第２ 【事業の状況】 

  

１ 【事業等のリスク】 

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。 

  なお、重要事象等は存在しておりません。 

  

２ 【経営上の重要な契約等】 

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。 

  

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】 

(1)経営成績の分析 

当第３四半期連結累計期間における経済環境につきましては、政府の経済対策や日銀の金融政策により緩やかな

景気の回復が見られたものの、消費税率引上げ後の駆け込み需要の反動による個人消費の低迷や円安による物価上

昇の懸念もあり、依然として不透明な状況が続いております。 

外食産業につきましては、消費者の生活防衛意識が働き節約志向や低価格志向が根強く続くと共に、円安などに

よる食品原料の価格高騰など、厳しい状況が続いております。 

このような情勢の中、当社グループは、お客様のニーズに合った製品をお届けするために、更なる高付加価値製

品の開発に取り組むと共に、国際規模の展示会または当社独自の展示会「スズモフェア」を主要都市にて計画通り

開催いたしました。 

販売状況につきましては、主力製品である店舗向け小型ロボットを中心に顧客満足を追求した上できめ細やかな

営業活動を展開してまいりました。海外につきましては、アジア、南米、ヨーロッパ、オセアニアの展示会に参加

し、世界中の人々に本物の美味しいお寿司をもっと手軽に味わっていただくべく、世界に向けて販売体制の強化を

行ってまいりました。また、子会社の株式会社セハージャパンについては、アルコール系洗浄剤・除菌剤や離型油

等の販売拡大を展開し、Suzumo International Corporationは北米を中心に積極的な販売に取り組みました。 

このような結果、当第３四半期連結累計期間における売上高合計は58億69百万円(前年同期比6.2％増)となりまし

た。また、利益につきましては、営業利益８億87百万円(前年同期比5.7％増)、経常利益は８億94百万円(前年同期

比6.1％増)、四半期純利益は５億23万円(前年同期比5.3％増)となりました。 

  

セグメントの業績は、次のとおりであります。 

(米飯加工機械関連事業) 

米飯加工機械関連事業の当第３四半期連結累計期間の売上高は54億16百万円(前年同期比6.4％増)、営業利益は８

億67百万円(前年同期比4.9％増)となりました。 

  

(衛生資材関連事業） 

衛生資材関連事業の当第３四半期連結累計期間の売上高は４億52百万円(前年同期比4.1％増)、営業利益は19百万

円(前年同期比60.9％増)となりました。 

  

― 3 ―



(2)財政状態の分析  

(資産) 

当第３四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ２億13百万円増加し91億93百万円とな

りました。これは主に、有形固定資産が74百万円減少した一方で、たな卸資産が２億４百万円、現金及び預金が60

百万円増加したことなどによるものであります。 

  

(負債) 

当第３四半期連結会計期間末における負債は、前連結会計年度末に比べ２億54万円減少し13億70百万円となりま

した。これは主に、未払法人税等が２億９百万円、賞与引当金が59百万円減少したことなどによるものでありま

す。 

  

(純資産) 

当第３四半期連結会計期間末における純資産は、前連結会計年度末に比べ４億67百万円増加し78億23百万円とな

りました。これは主に、利益剰余金が配当金の支払により90百万円減少したこと、および四半期純利益により５億

23百万円増加したことなどによるものであります。 

  

(3)事業上及び財務上の対処すべき課題 

 当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。 

  

(4)研究開発活動 

 当第３四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は53百万円であります。 

 なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。 
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第３ 【提出会社の状況】 

  

１ 【株式等の状況】 

(1) 【株式の総数等】 

① 【株式の総数】 

  

  

② 【発行済株式】 

  

  

(2) 【新株予約権等の状況】 

該当事項はありません。 

  

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】 

該当事項はありません。 

  

(4) 【ライツプランの内容】 

該当事項はありません。 

  

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】 

  

  

(6) 【大株主の状況】 

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。 

  

種類 発行可能株式総数(株) 

普通株式 16,000,000 

計 16,000,000 
 

種類 
第３四半期会計期間 
末現在発行数(株) 
(平成26年12月31日) 

提出日現在 
発行数(株) 

(平成27年２月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名 

内容 

普通株式 6,060,000 6,060,000 
東京証券取引所 
ＪＡＳＤＡＱ 
(スタンダード) 

完全議決権株式であり、権利
内容に何ら限定のない当社に
おける標準となる株式 
単元株式数は100株であります

計 6,060,000 6,060,000 ― ― 
 

年月日 
発行済株式 
総数増減数 
(千株) 

発行済株式 
総数残高 
(千株) 

資本金増減額
(百万円) 

資本金残高 
(百万円) 

資本準備金 
増減額 
(百万円) 

資本準備金 
残高 

(百万円) 

平成26年12月31日 ─ 6,060 ─ 614 ─ 443 
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(7) 【議決権の状況】 

当第３四半期会計期間末現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できず、記載することがで

きませんので、直前の基準日である平成26年９月30日現在の株主名簿により記載しております。 

① 【発行済株式】 

平成26年９月30日現在 

（注）上記「単元未満株式」には当社所有の自己株式21株が含まれております。 

  

② 【自己株式等】 

平成26年９月30日現在 

  

２ 【役員の状況】 

該当事項はありません。 

  

 

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容 

無議決権株式 ― ― ― 

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ― 

議決権制限株式(その他) ― ― ― 

完全議決権株式(自己株式等) 
(自己保有株式) 
普通株式 2,100
 

― ― 

完全議決権株式(その他) 
普通株式 

6,026,600 
60,266 ― 

単元未満株式 
普通株式 

31,300 
― ― 

発行済株式総数 6,060,000 ― ― 

総株主の議決権 ― 60,266 ― 
 

所有者の氏名 
又は名称 

所有者の住所 
自己名義 
所有株式数 

(株) 

他人名義 
所有株式数 

(株) 

所有株式数 
の合計 
(株) 

発行済株式 
総数に対する
所有株式数 
の割合(％) 

(自己保有株式) 
鈴茂器工株式会社 

東京都練馬区豊玉北 
２－23－２ 

2,100 ― 2,100 0.0 

計 ― 2,100 ― 2,100 0.0 
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第４ 【経理の状況】 

  

１．四半期連結財務諸表の作成方法について 

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。 

  

２．監査証明について 

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成26年10月１日から平成

26年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成26年４月１日から平成26年12月31日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、優成監査法人による四半期レビューを受けております。 
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１ 【四半期連結財務諸表】 

(1) 【四半期連結貸借対照表】 

                      (単位：千円) 

                    
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成26年12月31日) 

資産の部     

  流動資産     

    現金及び預金 2,957,177 3,017,516 

    受取手形及び売掛金 1,157,837 1,176,730 

    たな卸資産 1,089,442 1,293,445 

    繰延税金資産 95,666 93,737 

    その他 65,565 38,702 

    貸倒引当金 △116 △62 

    流動資産合計 5,365,574 5,620,069 

  固定資産     

    有形固定資産     

      建物及び構築物（純額） 1,825,258 1,771,144 

      土地 983,856 983,856 

      その他（純額） 143,225 122,902 

      有形固定資産合計 2,952,340 2,877,902 

    無形固定資産 22,678 21,821 

    投資その他の資産     

      投資有価証券 333,891 373,533 

      繰延税金資産 152,584 139,983 

      その他 166,621 172,417 

      貸倒引当金 △12,802 △11,738 

      投資その他の資産合計 640,294 674,196 

    固定資産合計 3,615,313 3,573,920 

  資産合計 8,980,887 9,193,989 

負債の部     

  流動負債     

    買掛金 334,623 297,176 

    未払法人税等 316,952 107,665 

    繰延税金負債 948 985 

    賞与引当金 126,798 67,780 

    その他 341,733 387,769 

    流動負債合計 1,121,056 861,376 

  固定負債     

    繰延税金負債 632 656 

    役員退職慰労引当金 11,318 10,126 

    退職給付に係る負債 368,077 386,196 

    その他 124,069 112,582 

    固定負債合計 504,097 509,561 

  負債合計 1,625,153 1,370,938 
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                      (単位：千円) 

                    
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成26年12月31日) 

純資産の部     

  株主資本     

    資本金 611,620 614,508 

    資本剰余金 440,170 443,050 

    利益剰余金 6,266,945 6,700,076 

    自己株式 △1,959 △2,395 

    株主資本合計 7,316,777 7,755,238 

  その他の包括利益累計額     

    その他有価証券評価差額金 36,134 58,889 

    為替換算調整勘定 2,821 8,923 

    その他の包括利益累計額合計 38,956 67,812 

  純資産合計 7,355,733 7,823,050 

負債純資産合計 8,980,887 9,193,989 
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】 

【四半期連結損益計算書】 

【第３四半期連結累計期間】 

                      (単位：千円) 

                    前第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年12月31日) 

売上高 5,524,314 5,869,402 

売上原価 2,990,181 3,084,451 

売上総利益 2,534,133 2,784,950 

販売費及び一般管理費 1,694,836 1,897,937 

営業利益 839,296 887,012 

営業外収益     

  受取利息 2,241 2,124 

  受取配当金 1,416 1,588 

  助成金収入 2,700 2,400 

  その他 2,015 5,316 

  営業外収益合計 8,372 11,428 

営業外費用     

  支払利息 849 213 

  手形売却損 192 20 

  売上割引 2,988 3,309 

  その他 493 311 

  営業外費用合計 4,524 3,855 

経常利益 843,145 894,585 

特別利益     

  有形固定資産売却益 366 － 

  特別利益合計 366 － 

税金等調整前四半期純利益 843,512 894,585 

法人税等 346,027 370,689 

少数株主損益調整前四半期純利益 497,485 523,896 

四半期純利益 497,485 523,896 
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【四半期連結包括利益計算書】 

【第３四半期連結累計期間】 

                      (単位：千円) 

                    前第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年12月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 497,485 523,896 

その他の包括利益     

  その他有価証券評価差額金 7,468 22,754 

  為替換算調整勘定 － 6,101 

  その他の包括利益合計 7,468 28,856 

四半期包括利益 504,954 552,752 

（内訳）     

  親会社株主に係る四半期包括利益 504,954 552,752 
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【注記事項】 

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理) 

  

  

(四半期連結貸借対照表関係) 

  

 １ 保証債務 

連結会社以外の会社の金融機関等からの借入に対して、債務保証を行っております。 

  

  

 ２ 受取手形割引高及び受取手形裏書譲渡高 

  

  

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係) 

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。 

  

  

  

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日  
  至 平成26年12月31日) 

 税金費用の計算 

  
当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見

積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しておりま

す。ただし、見積実効税率を使用できない場合には、法定実効税率を使用しております。 
 

前連結会計年度 
(平成26年３月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成26年12月31日) 

北海道鈴茂販売(株) 4,160千円 北海道鈴茂販売(株) 2,240千円 
 

  
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成26年12月31日) 

受取手形割引高 11,500千円 17,989千円 

受取手形裏書譲渡高 138,629 〃 181,299 〃 
 

  
前第３四半期連結累計期間 
(自  平成25年４月１日 
至  平成25年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自  平成26年４月１日 
至  平成26年12月31日) 

減価償却費 112,093千円 133,910千円 
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(株主資本等関係) 

前第３四半期連結累計期間(自  平成25年４月１日  至  平成25年12月31日) 

１．配当金支払額 

  

  

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの 

該当事項はありません。 

  

当第３四半期連結累計期間(自  平成26年４月１日  至  平成26年12月31日) 

１．配当金支払額 

  

  

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの 

該当事項はありません。 

  

 

決議 株式の種類 
配当金の総額 

(千円) 
１株当たり 
配当額(円) 

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成25年６月27日 
定時株主総会 

普通株式 74,397 15 平成25年３月31日 平成25年６月28日 利益剰余金 
 

決議 株式の種類 
配当金の総額 

(千円) 
１株当たり 
配当額(円) 

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成26年６月27日 
定時株主総会 

普通株式 90,765 15 平成26年３月31日 平成26年６月30日 利益剰余金 
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(セグメント情報等) 

【セグメント情報】 

Ⅰ  前第３四半期連結累計期間(自  平成25年４月１日  至  平成25年12月31日) 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

 (注) セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。 

  

Ⅱ  当第３四半期連結累計期間(自  平成26年４月１日  至  平成26年12月31日) 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

 (注) セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。 

  

        (単位：千円) 

  

報告セグメント 

調整額 
四半期連結損益
計算書計上額

(注) 米飯加工機械 
関連事業 

   衛生資材    
関連事業 

計 

売上高           

  外部顧客への売上高 5,089,752 434,562 5,524,314 ― 5,524,314 

  セグメント間の内部売上高 
  又は振替高 

― ― ― ― ― 

計 5,089,752 434,562 5,524,314 ― 5,524,314 

セグメント利益 827,123 12,173 839,296 ― 839,296 
 

        (単位：千円) 

  

報告セグメント 

調整額 
四半期連結損益
計算書計上額

(注) 米飯加工機械 
関連事業 

   衛生資材    
関連事業 

計 

売上高           

  外部顧客への売上高 5,416,995 452,406 5,869,402 ― 5,869,402 

  セグメント間の内部売上高 
  又は振替高 

― ― ― ― ― 

計 5,416,995 452,406 5,869,402 ― 5,869,402 

セグメント利益 867,420 19,591 887,012 ― 887,012 
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(１株当たり情報) 

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の

基礎は、以下のとおりであります。 

  

  
(注) 当第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないた

め記載しておりません。 
  

 

項目 
前第３四半期連結累計期間
(自  平成25年４月１日 
至  平成25年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間
(自  平成26年４月１日 
至  平成26年12月31日) 

(1) １株当たり四半期純利益金額 82円49銭 86円50銭 

（算定上の基礎）     

四半期純利益金額(千円) 497,485 523,896 

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ― 

普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 497,485 523,896 

普通株式の期中平均株式数(株) 6,030,989 6,056,389 

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 81円80銭 ― 

（算定上の基礎）     

四半期純利益調整額(千円) ― ― 

普通株式増加数(株) 50,917 ― 

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり

四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前

連結会計年度末から重要な変動があったものの概要 

― 

平成17年６月29日定時株主
総会決議のストックオプシ
ョンは、第１四半期連結累
計期間の平成26年６月29日
をもって権利行使期間が終
了しておりますので消滅し
ております。 
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２ 【その他】 

該当事項はありません。 

  

― 16 ―



第二部 【提出会社の保証会社等の情報】 

  

該当事項はありません。 
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独立監査人の四半期レビュー報告書 
  

平成27年２月９日

鈴茂器工株式会社 

取締役会  御中 

  

  

  

  

  

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている鈴茂器工株式会

社の平成26年４月１日から平成27年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平成26年10月１日から平成

26年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成26年４月１日から平成26年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。 

  

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任 

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。 

  

監査人の責任 

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。 

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。 

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。 

  

監査人の結論 

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、鈴茂器工株式会社及び連結子会社の平成26年12月31日現在の財政

状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべて

の重要な点において認められなかった。 

  

利害関係 

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。 

以  上 

  

  

優  成  監  査  法  人 
 

指定社員 
業務執行社員 

  公認会計士    渡 邊 芳 樹     印 
 

指定社員 
業務執行社員 

  公認会計士    鶴 見   寛     印 
 

指定社員 
業務執行社員 

  公認会計士    宮 崎   哲     印 
 

  

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。 

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。 
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